
【主な実習内容】
①「道の駅」瀬女にて商品内容・展示方法調査
②「道の駅」瀬女来訪者アンケート調査
③「道の駅」瀬女及びその周辺の交通量調査
④「道の駅」瀬女周辺や観光スポットの探索調査
⑤白山を中心とした地域振興調査

【調査担当者】
金沢星稜大学経済学部 青木ゼミナール2年（22名）、新ゼミナール3年（17名）【予定】

【スケジュール】
8月28日（月）～29日（火）の２日間に現地調査を行います。
・28日(月) 現地調査 13：30頃～17：00頃
・29日(火) 現地調査 9：30頃～12：00頃

【報道関係の皆様へ】
当日取材をされる場合は、28日(月)13:30に「道の駅」瀬女にお集まりください。

※なお、取材時間・場所に関して個別にご要望がある場合は、事前に下記の 金沢河川国道事務所
【問い合わせ先】まで、ご連絡をお願いします。

金沢星稜大学生が 瀬女 にて白山ろく活性化を考えます

○国土交通省が全国で進めている「道の駅」と大学との交流・連携の一環として、
金沢星稜大学と「道の駅」瀬女及び金沢河川国道事務所の３者が連携企画型
の実習を実施することになりました。

○この取り組みは、将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保するとともに、
「道の駅」が地域活性化の拠点を目指して進化を遂げるため、「道の駅」と大学が
お互いのニーズを確認し、付加価値を創出するための企画・立案等を実施するもの
です。

【問い合わせ先】
●実施内容に関する問合せ

・金沢星稜大学経済学部 教授 青木 卓志
TEL:076-253-3924（代表）

・一般財団法人 白山市地域振興公社 地域振興課 参事 加藤 秀正
TEL:076-272-1116

●制度に関する問合せ
・金沢河川国道事務所 建設専門官 畠中 拡治

金沢市西念4丁目23番5号
TEL:076-264-9918（道路管理第二課直通）FAX:076-233-9632

はたなか こうじ

「道の駅」瀬女の住所 ： 〒920-2331 石川県白山市瀬戸寅163-1
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「道の駅」瀬女と金沢星稜大学との連携
【調査実習内容】
①「道の駅」瀬女にて商品内容・展示方法調査

②「道の駅」瀬女来訪者アンケート調査

③「道の駅」瀬女及びその周辺の交通量調査

④「道の駅」瀬女周辺や観光スポットの探索調査

⑤白山を中心とした地域振興調査

「道の駅」瀬女
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昨年度の「道の駅」すずなり
アンケート調査状況

※1 白山開山1300年

富士山、立山とならび「日本三名山」の一つに数えられる白
山に越前の僧・泰澄（たいちょう）が初めて登った養老元年
（西暦７１７年）からから１３００年の時を迎えます。

昨年度の「道の駅」狼煙
アンケート調査状況

商品内容、展示方法等について現状を把握し、若者目線から、どのような商品をどのような配置
とすれば手にとっていただけるか等についての分析を行う。

「道の駅」立ち寄り者の属性をアンケート調査から把握し、また交通手段についても把握すること
により、「道の駅」利用者に関する分析を行う。

「道の駅」瀬女及びその他の交通分岐点において、交通量調査を行い、交通の流れから「道の
駅」瀬女の来訪車等について分析を行う。

「道の駅」瀬女周辺あるいは他の観光スポットにおいてSNS等の投稿で見栄えのある写真を撮る
ことにより、若者の集客スポットの把握につながる調査を行う。

2017年の白山開山1300年（※１）を契機に、白山振興の視点から白山市や「道の駅」瀬女のＰＲ手
法についての調査検討を行う。
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